	2022年　３月消費材メッセージ委員会提案案件
	■討議事項

□報告承認

□報告事項
	2022年3月22日

提案者：利用対策

23区南

	≪件名≫

　　　　　　　　　登録・食のコンシェルジュの活用について　　　

	≪提案趣旨≫

登録・食のコンシェルジュの制度を活用し、新規加入者や消費材利用の少ない組合員が、生活クラブの消費材の使いこなし方を学び、消費材のある暮らしを定着させます。

	≪詳細／内容≫

消費材を使ったメニューやレシピの提案、調理のアドバイスの企画は消費材の利用促進に有効かつ、開催希望が多い企画です。「食のコンシェルジュ　ガイドブック　2022年度版」を活用し、講師として登録・食のコンシェルジュの持っている力を活かし、利用促進につなげましょう。

Ⅰ　登録・食のコンシェルジュの活用方法

1 ガイドブックに載っている、コンシェルジュからの提案企画から選びます
（23区南で登録しているコンシェルジュを推奨します）

2 企画したいテーマ　内容を伝え、企画内容を組み立てる

例：　まちのおすすめ消費材を使った料理講座

　　　お米（ビジョンフード）の利用につながるもの
Ⅱ　依頼開催方法

　　１、企画が決まったら　23区南企画書を提出

　　　・企画2か月前には提出

　　　・なるべく第3希望日まで入れる。

　　2、ブロック事務局（小島）がコンシェルジュ（東京本部担当）と調整しコンシェルジュを決定

　　3、コンシェルジュが決まったら企画主催者に連絡

　　4、主催者は「食のコンシェルジュ活用のための講師依頼書兼企画書」を作成しブロック事務局に提出

　　　　（提出は企画開催の最低40日前まで）

　　5、主催者からコンシェルジュに直接連絡し詳細を打ち合わせる

　　6、当日の段取りはコンシェルジュと流れを確認し主催者が責任を持っておこなう

　　　　講師料5,000円　交通費実費　を当日精算する（領収書はまちで準備）

　　7、企画実施後は23区南報告書と東京本部に提出する報告書は2週間を目安に提出
Ⅲ　開催方法


　　企画書に明記してください。

　　・実開催

　　・オンライン開催
　　　ネット環境が良い会場を選びましょう

　　・併用

Ⅳ　企画をスムースにすすめる注意事項

　・十分な事前打ち合わせが必要です。コンシェルジュと連絡をとる担当を決めましょう

　・基本はコンシェルジュ１人ですが、アシスタントの方がいるのか確認しましょう

　・レシピ、資料の準備　材料費は主催者負担です

　・レシピは講師に帰属するため、講師の了解なしに該当企画以外でコピー配布できません

　　　　　　　　（講師料　5000円は企画でのレシピ考案分を含みます）

　　　講師と事前にどこまでレシピを出していいか確認しましょう

　・当日主催者側からアシスタントをつける必要があるか確認しましょう

　・食材や調理器具の確認　コンシェルジュが持参するものがあるか双方で確認しましょう

　　食材：準備する量はどれくらいか？　実際作る量はどれくらいか

　　　　　　少量しか使わない調味料などの確認　（レシピに記載されてないものがあるか）

　　調理器具：製菓用器具はないものもあるので、どれを準備するか

キッチンペーパー、オーブンペーパー　ラップなどの道具の確認

　・当日のスケジュール確認　　主催者側でもスケジュールを作っておきましょう

　　　当日主催者はどこまで事前に準備するのか？（始まるまでに準備すること、材料の計量、刻み等）
コンシェルジュの入り時間など確認

　・　最終参加人数をコンシェルジュに報告
Ⅴ　予算補助
・講師料5,000円×2回（１まち2企画）
・会場費　上限5,000円（先着12まち） （※wi-fiレンタル代も可）



	≪チャート≫

3/14 利用対策会議

3/22　消費材メッセージ委員会

　
	≪予算≫
講師料5,000円×2回×１２まち（東京予算）
会場費、ｗi-ｆi補助　5,000円×12まち(23区南予算)



	
	≪添付資料≫

食のコンシェルジュ活用のための講師依頼書兼企画書

食のコンシェルジュ参加企画の開催報告書


